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緑地保全契約は締結していませんが、元気な森づくり県民税事業による「将来まで守り育て
る里山林整備事業」により、宝積寺鷺の谷地区の山林を地権者の協力のもとに不要木の除
去、下草刈り、歩道整備を行いました。この事業は将来的に11haを整備する予定です。

緑地等の保全の重要性に関する広報活動を充実させるとともに、主に地域固有の田園景観の保持に大きな役
割を果たす屋敷林や、生物多様性の維持に大きな役割を果たす東部台地やサギノヤ地区の森林を対象に、土
地所有者の協力を得つつ緑地保全契約を締結していきます。さらに土地所有者の協力と住民の支援を得なが
ら、一定規模以上の緑地保全契約地を身近な自然とのふれあいの場として整備し、活用する手法を検討しま
す。また、水田地帯の水辺環境の適切な保全や復元手法、休耕田の湿地ビオトープ＊としての活用などの創造
手法を検討します。（※「高根沢町地域経営計画2006」からの抜粋）

政策「3-1.自然環境の保全と創造」を実現するためには、
①高根沢町が守るべき自然環境とは何か？、またどのようにして高根沢町の自然環境を創造して
いくべきか？というビジョンを明確にし、ルール化
②①で明確にしたビジョンを実現できる人材の育成
③①で明確にしたビジョンを確実に運用できる仕組み作り　…という3点からのアプローチが必要で
す。
この施策は、③の観点から政策を実現させるために設定しました。
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緑地保全活動の推進
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緑地保全契約は締結していませんが、元気な森づくり県民税事業による「将来まで守り育てる里山林
整備事業」により、宝積寺鷺の谷地区の山林を地権者の協力のもとに不要木の除去、下草刈り、遊歩
道整備を行いました。この里山を自然ふれあい活動の場として、エコ・ハウスたかねざわでの環境学
習・体験学習等に活用していきます。なお、この整備事業は将来的に11haを整備する予定です。
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　産業課と連携した取組みを行ったことを評価する。
　後期計画策定に向け、全体像をきちんと掴んだ上で、デザインを考え他課が行う関連のある施策、事
務事業と繋がりのある横断的な施策展開を検討すること。
　また、施策指標についても見直すこと。

将来的に11haが整備されますが、環境学習・体験学習を行うには、広すぎる向きがあります。有効かつ効
率的に里山が整備、管理されるよう、産業課・エコハウスと協働で検討していきたいと考えています。
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